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仙 台 市 郡 山 の 民 俗



仙 台 市 郡 山 の 民 俗

は    じ    め    に

本報告は仙台市の郡山地区で行った信仰に関する調査結果 をまとめたものである。郡山地

区は大きく郡山中区・北日・諏訪に分けられ、郡山中区は矢口、矢来、在家、籠ノ瀬に分かれ

る。

(1)調査期間

昭和56年 3月 3日 ～昭和56年 3月 11日

昭和57年 3月 3日 ～昭和57年 3月 12日

(動 調査組織

調査主体   仙台市教育委員会

調 査 員   山口宏 (社会教育課主事 )、 成澤淳一、中富洋、斎藤豊 (東北学院大学民俗学

研究会 )

調査協力   (話 者) (敬 称略 )

(郡山二丁目) 佐々木功、佐々木より子、渡辺久治、渡辺シノ

(郡山三丁目) 赤井沢久治、赤井沢文枝、斎藤たより

(郡山四丁目) 沼日長、沼田マシエ

(郡山五丁目) 佐藤政治、佐藤ますよ、三階堂武夫

(郡山字北目) 安斎善蔵、安斎終子、安斎みどり、安斎芳子、菅野いせよ、菅野きえ子

白石富美子、鈴木しめ、高橋庄入、沼田サチ

(郡山字籠ノ瀬)赤 井沢勝春、鈴木正利、鈴木とよの

(郡 山字欠ノ上)安 斎誠

|.郡山地区の概況

郡山地区は仙台市街の南部、国鉄東北本線長町駅の東側に位置し、地理的に、広瀬川が形成

した標高10m～ 12mの 自然堤防で、南につれて低 くなり、標高 6～ 8mの名取川氾濫原へと移

行する北高南低の土地で、北から東にかけて広瀬川が流れ、南方約1.5kmには名取川が東流し、

南東 2 kmの ところで両河川は合流し、 6 km下流で太平洋に注いでいる。西方は市街地を介して

4 km程のところから標高100～ 120mの丘陵が続いている。南・北・東に河川、西に丘陵という三

角地帯の東辺に位置するこの地区は天然の要衝 ともいえ、古くから街道にも隣接している。ま



た、仙台平野の中央に位置し、水利に恵まれた耕土として開けていた。

歴史的には、昭和55年度からはじまった郡山遺跡の発掘調査により7世紀後半から8世紀初

頭にかけて畿内・関東の諸国と何らかの関連のある大規模な官衛が造営されていたことが明ら

かになった。

また、郡山には中世に建てられた板碑も多く確認されている。さらに、『観蹟聞老志』によ

れば、「郡山には往昔北 目城 (喜多日)があり、栗野大膳の古館で、かって伊達政宗がこの城

に居て、慶長 5年の秋、最上氏の援兵をここから発した」 と記している。『封内風土記』には

「郡山に諏訪神社があり、足軽の居住地であった云々」と記録してある。さらに仙台の北目町

に祀ってある二十三夜堂と、その別当寺賢聖院とは古 くは郡山邑北目にあったのを慶長年中に

城下北目町に移したと伝えられている。

最近は仙台の近郊農業地帯として疎菜栽培が盛んで、ハウスによる園芸栽培も行われている。

また、工場や住宅の建設も活発で、その様相も一変しようとしている。

2.講

(|)観 者 講
講日は戦前まで旧暦の 2月 17日 と10月 17日 だったが、現在は新暦で行われ、郡山中区の矢口・

矢来・籠ノ瀬の24軒の主婦やおばあさんが参加 している。宿は持回りで、くじ引きで順番を決

め、12年に 1回宿が回るようになっている。 4、 5軒でグループを作 り、その中の人が宿に当

った時にはお互いに手伝う。昔は各家々を回ったが現在は公会堂を利用することも多くなった。

講日のご馳走は精進料理で、寿司 (稲荷寿司・のり巻 )を 食べる。昔は赤飯で、それ以前は

アンコ餅だった。赤飯の時には米 5合を各家から持ち寄 り、昼夜 2回子どもと一緒にお膳を囲

んだ。夜にはいろいろな人を寄せて楽しんだ。

講には御本尊と牲卜軸があり、宿に当った家で大切に保管 している。を卜け軸は中国に行って来

た人の持ち物だったが、寄贈してもらった。

(2)山 の 神 講

北目地区では現在も春 (2月 )と 秋 (11月 )の 2回、土曜日に行われ、会費制である。宿は

持回りだったが、現在は北自毘沙門堂前の公民館を使用している。

講には各家の主婦が参加し、議員は38名 で、 6班に分かれ当番制である。以前は嫁になって

も10年 ぐらいは参力日できなかった。当番になった班をテイカタといい、講当日、北目宅地の山

神碑の前に峨を立て、昼食と夕食の準備をする。講に参加する人はまず手を洗い、山神碑をお

参りする。次に公民館に行き、山の神の推卜け軸を拝み賽銭をあげる。これは積み立てておき、



代参する時に持って行 く。講はお昼に始まり、まず、会食する。その後、部落総会等を行い、

夕食をとり、午後10時 までに終了する。

料理は精進料理で、さつま芋のあんかけを作ったり、赤飯を炊いた。最近は魚や肉料理 も出

され、どんと祭の時の酒をいただいて来て卵酒にして飲んだりする。

諸行事が終了すると小牛田町の山の神神社にお参 りする。昔は毎年 5、 6人で行ったが、今

は 2年に一度全員でお参 りする。

(3)古 峯原講 (コバハラ講 )

矢口・矢来・籠ノ瀬で行われている。 古い記録が発見されて、昔、矢口・条来では一緒に行

われていたことがわかった。栃木県鹿沼市にある古峯神社に議員が代参し、火防と家内安全を

祈願する。代参はくじ引きで順番を決め、矢口で 4名 、矢来で 2名 、籠ノ瀬で 3名ずつ行く。

講員で積み立てておき、その時の旅費とお賽銭に充てる。1月 にお参りに行き、議員全員のお札

をうけて来て配布する。この時の集りをゲコウという。その時には代参した者が御神酒として

酒 1升を生産に持って来て皆に振舞う。ご馳走は宿に当っている家で作り、米は各家で持ち寄

る。米の量も矢口では 3合、矢来では 2合 と決っている。講は昔 5回行っていたが、現在は 3

回しか行っていない。議会当日は古峯原神社という牲卜軸をかけて宴を開く。

(4)天 王 講

籠ノ瀬で行なわれておリゴテンノウサンまたスサノウ講という。講日は11月 15日で、17戸の農家

で講成され、参加者は戸主である。講の準備は当番 (ヤ ドマイという。)の家で行ない、人手不

足の場合に近所から手伝いをもらう。なお、宿は持回りである。

講日は朝 8時頃、ヤ ドマイの家に集合し餅を鴇く。その後、天王の祠へ行き、褐きたての餅

野菜(人参、大根など)。 御神酒を供え、全員で参拝する。その際、諏訪神社の宮司が祓いをす

る。それから一旦解散し、夕方 6時頃、再び宿に集合し会食する。料理はヤ ドマイが作る。

また、6月 14日 には胡瓜祭りが行なわれ、この日祠に胡瓜と御神酒を供え、諏訪神社の宮司が

祓いをする。籠ノ瀬の農家には各々その年の初物である胡瓜を供える習慣もある。

(5)う か 様 講

うか様と呼ばれる祠は諏訪神社の東、畑の中の椿の木の下に祀られている。講日は旧10月 lo

日 (現在は11月 10日 )の夜で、うか様に注連縄を張り、赤飯・御神酒・魚などを供える。諏訪

神社の宮司が祓いをし、全員でお参りした後、ご馳走を食べる。宿は持回りである。議員は庄

子家 3名 、佐藤家 2名 、菅原家、三階堂家、岡井家、荒川家、高橋家各 1名 の10名 である。



(6)伊 勢 講

北日で行われており、高橋庄八氏が30年 くらい前から始めたもので、30～ 50歳代の人が入って

いる。積立てをして、伊勢神宮にお参 りする。

(7)諏 訪献膳講

300年 くらいの歴史があり、諏訪神社で行われる。300～ 400人で組織され、20人ほどの世話人がいる。

五穀豊穣、商売繁昌を願って、 5月 の第 2あ るいは第 3日 曜日に開かれ、直会がある。

(8)念 仏 講

籠ノ瀬地区に30年前まで続いていた講である。講日は春と秋の 2回 で、ヤ ドマイの家の最も

新しい仏の命日である。講の準備はヤ ドマイが行ない、宿は持回りである。

講は夕刻に始まり、各々の家から持ち寄った米と精進料理で会食し、食後念仏を唱えた。講

員全員で輪を作り、輪の中に 1人が入って鐘を鳴らした。念仏を唱えながら長い数珠を右へ回

し、ボンボリ (数珠に付いたフサ)が自分の前に来た時、それを両手で握って額に寄せ拝んだ。

それを全員が13回行った。この念仏をジュウサンブツとも呼んだ。

念仏講は北日でも行われたという。

(9)馬 頭観音講

普通、馬頭講といわれ、籠ノ瀬地区でイよ4。 5年前まで続いていた。馬を飼っている農家は殆んど参加した。

講は正月、 5月 、 9月 の年 3回開かれた。講の準備はヤ ドマイが行い、順番制だった。講員

は男だけで、講日には夕方 6時頃から会食が行なわれた。その時の米は各々が持ち寄った。

毎年 2月 17日 、議員全員で村田町の松尾神社にお参 りした。

3.石  碑

(|)薬 田 如 来
君Б山二丁目14-19、 渡辺久治氏宅地内にある2基の板碑(徳治 3年・1308、 嘉暦 2年 。1327)

をこのように称している。

古くから、耳の病に効 くという伝承があり、多くの人がここを訪れ願をかけたという。まず

2基の板砕を拝み、カワラケと呼ばれる素焼きの器を1個借りて帰り、これで耳を撫でると病

が治ると言われている。耳病が癒えるとお礼参りに訪れ、その際カワラケを2個にして返した。

薬田如来のお堂にはかつて組に通したカワラケがたくさん下っていた。



毎年 5月 3日 が祭日で、この日、薬田如来に白い幣束・ローソク・線香・花 。御神酒・赤飯・

野菜(韮・蕗・ほうれんそう)・ 果物 (夏蜜村・林檎・バナナ )を供え、秋保町湯元のお薬師

さん (泉明寺)か らよんだ別当に拝んでもらい、その後、直会となる。

(2)佐 々木功氏宅地内板碑群

郡山二丁目10-5、 佐々木功氏宅地内に 8基の板砕がある。20年 ぐらい前までは旧 3月 15日

を祭 日として親類や隣人10人程で祭 りを行なった。この日は石碑の両側に懺 を立て祭壇 を作 っ

て供物を供え、祓いをした。現在は、 5月 5日 に峨を立て、魚や御神酒を供える。また、お年

取 りには餅を供える。

(3)馬 頭観者碑

機械化以前の農作業にとって馬の役割は重大で、農家では大切に馬を扱っていた。馬が病気

や不慮の事故で死亡した時には屋敷内に葬り馬頭観音碑を建て供養した。

北目毘沙門堂脇には「仙台産馬商組合」建立のものがある。これは郡山にかつて競馬場があ

り、そこに建てられていたものをここに移したという。

郡山字欠ノ上 1番地、安斎誠氏宅地内の碑 (寛政 8年 。1796)に は「東ハゆり阿げ、○ハせ

んだい」の銘がある。これは馬の供養と共に道標の役割も果していたと思われる。

(4)山 神 碑

郡山地区には3基の山神碑がある。山神は安産の神で、郡山字北目宅地43、 安斎善蔵氏宅地

前の碑には「兄子多」の銘が刻まれ、その性格をよく表わしている。

(5)供 養 碑

郡山字北目宅地43、 安斎善蔵氏宅地前の石仏が彫られた碑 (享保16年・1731)に は、かつて

この場所で首まで埋められて竹鋸で首を挽かれ処刑された罪人の供養に建てられたという伝承

が残されている。

(6)そ の 他

郡山字北目宅地、安斎時治氏宅地内にはかって「道祖神碑」「三ヶ月不動碑」があった。三

ヶ月不動は秋保町馬場の大滝不動から持ち帰ったものだという。その跡には現在でも毎朝ご飯

を供え、お参りを欠かさない。 9月 3日 が祭日で、この日、注連縄を張り、御神酒 。赤飯を供

え、諏訪神社宮司の祓いをうける。正月には幣束を立て餅を供える。



神社・仏間

(I)諏 訪 神 社

諏訪神社は1056年、陸奥守源頼義が民衆宜撫のため、はじめこの地に稲荷大神を祀るという。

文明年中(1469～ 1486)、 郡山村北 目城主栗野助五郎大膳亮忠重の子右京之助遠江守国定、永

禄年間(1554～ 1569)に は同城主多門国重が社殿を再建したと伝える。

明治 5年 8月 村社に列し、同40年 3月幣吊供進社に指定された。同45年 4月 名取郡長町字砂

押の深山4H■、字籠ノ瀬の八雲神社を合併する。大正11年古来の境内地一円鉄道敷地に買収 さ

れたので同13年現在のところに遷座した。

諏訪神社の祭礼は礼祭 (5月 5日 )、 新嘗祭 (11月 3日 )、 祈年祭 (2月 18日 )の 3回で、そ

の他に諏訪献膳講がある。礼祭が最大の祭りで、米・餅・野菜・果物・菓子を神撲として供

える。戦前の祭りは盛大で,前夜祭も行なわれ、朝10時と夜半12時の 2回、青年会により神興が

操り出した。また、 名取の愛島から南部神楽を招くこともあった。

(2)毘 沙 門 堂

郡山宇北目にある毘沙門堂は昔、伊達氏以前にこの地を治めていた栗野氏の護持仏で、現在

の郡山四丁目北目城跡付近に戸Eら れていた。

荒町や北目には、次のような昆沙門天の伝承が残っている。

伊達政宗が北目城攻略の際、「城が落ちたら今よりももっと立派にお祭りしますからお力を

お貸し下さい」と祈願したら、容易に攻落とすことが出来た。そこで政宗は昆沙門天を仙台に

移す時に、「自分も何時かは栗野のように毘沙門天から裏切られて減されるかもわからない」

と考えて、荒町付近で道端の堀に棄ててしまった。それを荒町の子ども達が拾いあげてかつぎ

まわっている所を大人達が通りかかって、見れば立派な昆沙門さんだ、もったいないことをす

るなといって、今の荒町満福寺の所に安置したという。それから梵鐘を奉納することになった

が、どうして吊り上げようかと大人達が思案している時に子ども達が寄ってきて、鐘の下から

板をさしこんで何枚も重ねてだんだん高くすればいいと教えてやった。昆沙門さんは子ども達の智

恵を大変喜んで子ども達の願いをかなえてやったという。以来子育て昆沙門として昴Bられたという。

1973年頃まで北目城跡付近に見沙門堂があったが、本尊はなくお堂は空であった。国道 4号

線バイパスの造成の際、お堂付近 も用地の対象となり、現在地に新しいお堂を造った。そこに

寄進された本尊を安置し、北日の氏神 として祀ることになった。祭 日は 5月 5日 である。

昔、荒町昆沙門堂の祭礼に神興の渡御があり、郡山字北目まで神興が渡ってきたという。



(3)そ の 他

郡山には寺院がない。

5.そ  の 他

(1)病退治の幣束
家内に病人が出た際行なわれた風習で、赤・紫・黄の幣束を人文程の竹に付け、村内の人目に

つきにくい三叉路に立てた。一緒に赤飯で作った楕円形の握り飯を、藁で編んだ器に 2、 3個載

せて供えた。

これは道を行 く人が「供えた握り飯と共に病気を受け取る」という意味を持つており、その

ためこれを見つけた時には「逃げろ」とか「蹴とばせ」と言ったという。

(2)閑 上 街 道

郡山字北目宅地、白石商店前T字路から南へ名取川に通じる道はかって閑上街道と呼ばれた。

名取川を船渡しで渡り、閑上に通じた。1980年頃まで、主に袋原の爪売りが通行したという。そ

の道には、 2基の道標が残っている。
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表 郡山における石碑 。石塔一覧
所 在 地 (敬称略 ) ≡

，年鯨
紀
で

刻  刻      銘 備  考

己待供養塔
仙台市郡山五丁目8

佐藤政治 畑
寛政 2年

(1790)

寛政二

己待供養塔
十月

写真 4

地図 4

仙台市郡山五丁目13-8
諏訪神社境内

不 明 己待供養塔 地 図 3

念仏供養塔
仙台市郡山字北目宅地28

菅野Hg_宅地内

宝暦 4年

(1754)

寅暦四甲成天

念佛供養
入月二十七日

真

図

写

地

仙台市郡山宇北目宅地28

菅野昭一宅地内

元文元年

(1736)

元文元辰

南無阿弥

入月朔

地 図 9

仙台市郡山字比目宅地28

菅野昭一宅地内

明和元年

(1764)

念佛供養塔 念佛講中
南無阿爾陀彿
明和元年入月五日

地図 9



所 在 地 (敬称略 ) 紀 年 サ
r紳〒、 銘 備  考

山 神 塔 仙台市郡山五丁目13-8
諏訪神社境内

文政 4年

(182孔 ) 小 牛 田 山神 文

四
首
世

地 図 3

仙台市郡山五丁目13-8
諏訪神社境内

文政元年 )

(1818)

文政元戊寅年
木華開耶姫命

十月廿五 日
地 図 3

仙台市郡山字北目宅地 文化14年

(1817)
山神核首ホ寸女
四

兒子多

写真 7

地図 10

仙台市郡山字北目宅地55

安斎久五郎宅地内

昭和12年

(1937)

昭和十二年
山 神
旧十月

写真 6

地図 7

石    仏
仙台市郡山五丁目13-8

諏訪神社境内

享保21年

(1'36)

享保二十一

地蔵の浮彫 り
二月二十九

地図 3

仙台市郡山字北目宅地
享保16年

(1731)

享保十六年
石仏の浮彫 り

九月二十四日

写真 7

地図 7

仙台市郡山三丁目

赤井沢久治宅地内
不   明 地蔵の丸彫り

写真 8

地図 1

古峯神社碑
仙台市郡山北目宅地 2

安斎時治 畑
大正14年

(1925)

古峯神社

大正十四年一月十三日

地図■

馬頭観音碑
仙台市郡山六丁目7

東北金属工業正門前

明治39年

(1906)

明治三十九年
馬頭観世音

八月十四日

真

図

写

地

仙台市郡山三丁目24-3
斎藤芳雄宅地内

文政12年

(1829)

文政十二年丑年

馬頭観世音

六月十一日

右 せんだい
左 |  |

写真 10

地図 2

仙台市郡山字籠ノ瀬41

鈴木正利宅地内
大正14年

(1925)

大正十四年旧四月十五日
馬頭観世音
鈴木源四郎 建立

写真 11

地図14

仙台市郡山字吹ノ上 1

安斎 誠宅地内
寛政 8年

(1796)

東八ゆり阿○江
寛政八丙展歳

馬頭観世音
コ弓十九日

西ハせんだい江

写真 12

地図15

仙台市郡山字吹の上 2

菅原権六宅地内

日召不日28年

(1953)

昭和二十八年八月十三日
馬頭続世音
菅原 権十郎

写真 13

地図16

仙台市郡山字北目前

昆沙門天王敷地内

明治32年

(1899)

明治三十二年旧七月OOO
馬頭観世音
中島利春 ○

真

図

写

地

仙台市郡山字北目前

毘沙門天王敷地内

昭和20年

(19451

昭 和 二十 年
馬頭 観 世 音

十 一 月吉 日

写真 15

地図13

仙台市郡山字北目前

昆沙門天王敷地内

(表)   馬頭観世昔

(裏)稜  仙菖遊馬畜産組合

起 仙台牛馬商組合
人

地図13



所 在 地 (敬称略 ) 紀 年 号
(絹元Ⅲ

刻 名 備  考

馬頭観音碑
仙台市lll山 字北目宅地44

赤井沢貞吉宅地内

昭和 13年

(1938)

昭和十二年旧入月

馬頭観世音

赤井澤 目交:|

写真 16

地図 6

仙台市郡山字北目宅地 2

安斎 時治 畑
天保10年

(1839)

天保十歳

馬頭観世音
入月吉日 願之

写真 17

地図12

仙台市郡山字穴田西 不   明 馬 地 図 8

所 在 地 (敬称略 )
号年

洵
紀
硫

刻 銘
備  考

種 子 記 銘

板 碑
仙台市郡山字北目宅地 2

安斎 時治  畑
梵字による五輪

種子

写真 18

地図25

仙台市郡山字北目宅地28

菅野 昭一 宅地内
正安 3年
(1301)

ア 正安三年 剌
対

地図24

応長元年

(1311)
キリーク 應長元年妄十月日

真
図
写
地

嘉元 4年
(1306) ア

右志者為   敬

嘉元四軍年 革是日

結衆二十人也 白

地図24

不 明 キリーク
写真20

引と彊研24

仙台市郡山字北目前
昆沙門天王敷地内

正 和 3年

(1訊 4)
ア 正和三年二月 地図26

嘉暦 2年
(13271

)ヾ/ 嘉暦二 地 図 26

仙台市郡山三丁目
赤井沢 久治宅地内

嘉 暦 2年
(1認7)

キリーク 嘉暦二年孫五月二日 地図22

不 明
(3基 )

キリーク
ノヾ   ン

基

基

写真21
写真22
地図22

仙台市郡山二丁目14-9
渡辺 久 治 宅地内

嘉暦 2年
(1327)

イ 嘉暦二年昴五月二日
真
図
写

地

徳治 3年
(1酌0 キリーク

右志者為

徳治三天四月上旬

悲母成仏也

写真23

地図20

仙台市郡山五丁目12-8
諏訪神吐境内

建武元年

(1834) キリーク

不

建武元

幽霊

楽浄土

写真24

地図23

延慶3年
(1310

梵字による五輪
種子

延慶三年庚成
腱月中旬面々各々故白

地図23

仙台市HFIu二丁目10-5
佐々木 功宅地応

嘉暦 8年
(1328)

ア
千時嘉暦第二天震拾月中旬

念佛絡衆致丁重奉造立

写真 26

地図21

不 明 キリーク
為正 玄幽霊元
二月十五日 孝子

写真25

地図21

不   明
(6基 ) アリ明

キ
不

基
基
基

地図21



首
本

写

天 王 の 祠 (郡山五丁 目) 写真 2 ウカ様の祠 (郡山五丁目)

写真 4 己待供養塔 (郡山五丁目)3 念仏供養塔 (北 目宅地 )

写真 5 北目毘沙門天王

山 神 碑 (北 目宅地 )

攀

写真 7 道標。石仏 。山神碑 (北 目宅地 ) 写真 8 地 蔵 (郡山三丁目)



写真 9

馬頭観音碑 (郡山六丁目)
写真 10 (郡山三丁目) 写真 H (籠ノ瀬 )

写真 14 (司ヒロ)写真 12 (欠 ノ上 ) (欠 ノ上 )

写真 15 写真 16 (北 目宅地 ) 写真 17 (北 目宅地 )



写真 19写真 18

五輪種子 (キャ・力・ラツ ・ヾア )

写真 21

写真20 キリーク

写真23写真22 キリーク

写真26写真25 キリーク
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文化財管理係

文化財調査係

仙台市文化財調査報告書刊行日録

第1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )
第2集 仙台城 (昭和42年 3月 )
第3集 仙台市兼沢善応寺横穴古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )
第4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )
第5集 仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )
第 6集 仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )
第 7集 仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )
第8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )
第9集 仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )
第10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )
第■集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )
第12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )
第13集 南小泉遺跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )
第14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )
第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )
第16集 六反田追跡発掘調査 (第 2・ 3次)の あらまし (昭和54年 3月 )
第17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )
第18集 枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )
第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )
第20集  史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )
第21集  仙台市開発関係遺跡調査報告 1(昭和55年 3月 )
第22集 経ヶ睾 (昭和55年 3月 )
第23集  年報 1(昭和55年 3月 )
第24集  今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )
第25集  三神峯追跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )
第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )
第27集 史跡陸奥国分寺跡昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第28集  年報 2(昭和56年 3月 )
第29集 郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )
第30集  山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第31集  仙台市開発関係追跡調査報告Ⅱ (昭和56年 3月 )
第32集  鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第33集  山口遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第34集  六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )
第35集  南小泉遺跡都市計画街路建設工事関係第1次調査報告 (昭和57年 3月 )
第36集 北前追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第37集 仙台平野の追跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )
第38集 郡山遺跡Ⅱ一日召和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )
第39集  燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第40集  仙台市高速鉄道関係追跡調査概報I(昭和57年 3月 )
第41集  年報 3(昭和57年 3月 )
第42集 郡山遺跡一宅地造成に伴う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )
第43集  栗遺跡 (昭和57年 8月 )
第44集  鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )
第45集 茂庭―茂庭住宅団地造成工事地内遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第46集 郡山遺跡Ⅲ―昭和57年度発掘調査慨報― (昭和58年 3月 )
第47集 仙台平野の遺跡群Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第48集  史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備調査概報 (昭和58年 3月 )
第49集 仙台市文化財分布調査報告I(昭和58年 3月 )
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